
という意外なエピソードを伺うことができま
した。ご自身も受検の経験を持つ与那嶺さんはさらに続けます。

　同社では、〝会社は、社員にとって成長できる場〟であることが基本方針だといい
ます。おもてなし検定は、その研修制度の一つとして導入をしていますが、人事制度
などとの連動も将来的な検討テーマだそうです。現在は、合格者に支配人から商品券
を進呈し、スタッフにも大いに喜ばれているそうです。

おもてなし通信おもてなし通信
　北海道、沖縄、九州は、日本の観光エリアの中でも多くの旅行会社が集中的に送客し
てきた国内観光の重点地域。観光立国を目指すなかでも、特にそのおもてなしに内外の
注目が集まりやすい地域といえるでしょう。今回は、ＡＮＡクラウン沖縄ハーバービュー
ホテルを訪ねました。

２０１４年
Ｎｏ．２

２０１４年
Ｎｏ．２

　サービス業での〝サプライズ演出〟とは、決まりごとのようなパターンではなく、
相手の心が動いてこそ、初めて意味を持つものだと思います。予想しないからこそ嬉
しいものであり、新たな気づきや次の展開をもたらしてくれるものなのです。お客さ
ま、サービススタッフ、そして経営者、お宿で関わる人と人との間に、新たな驚きや
変化を、おもてなし検定は着実に生んでいるようです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2014年11月1日発行）

中華レストラン「桃翠」で、この夏か
らアシスタントマネージャーとして活
躍している上原敏也さんは、今年初級
を取得。料飲部門の担当を長く担当し
てきた上原さんは、それほどの気負い
もなく受検できたそうです。

と、受検時のことをお話しいた
だきました。特に大きな変化として感
じるのは、誕生日やお祝いの席などの
サプライズイベントだと言います。

キャリア25年のセールスマネー
ジャーの与那嶺　淳さんは、う
れしそうに、こう話しました。


